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研究の背景
社会学の分野で、メデ ィアの持つ 「隠されたメ ヅセージ」 の存在 が指摘 されている。 「隠された
メヅセージ」 とは、メディアから受け手に対 して暗示的に与えられる情報であ り、ある事柄に対す
る態度、価値観、イメー ジなどを形成 した り、またすでにあるそれ らを強化 した りする。た とえば、
テレビ、 ドラマ と広告 において夫が常 に 「外に働 きに行 く」役割を果た し、妻が常 に 「家で家事を
する」役割を果た しているとす ると、それを見 る人 々に、「男は働 き、女は家を守 る」 とい うジェ
ンダー ・ステレオタイプが与え られる。
本論文 における基本的前提は、アニメ1は真剣 に検討されるべ き題材であ り、現代社会の主要な
問題 を理解す るためにアニメを研究対象 として扱 うことができる ということであ る。また、 日本は
1「 ア ニ メ ー シ ョン」 が ア ニ メ 全般(海 外 と 日本)を 指 す の に 対 し、「ア ニ メ」 は 日本 ア ニ メ を指 す。
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アニメに よって世界的なカルチ ュラル ・エコノミーにおけ る重要な役割を演 じることが可能 とな
り、Napierによって裏付けられたように、アニメは社会学、美学の両者 において学術的に真剣 に
検討 されるに値する文化現象であるということである2。本論文では、この問題がポピュラー ・カ
ルチャーやメデ ィア学の分野に も適合するものであ ると考えている。Wellは、アニメは、その中
に含 まれるイメージや トレソ ド、物語、言語な どを通 して、現代 日本の社会 と文化 を理解するため
に有力な手段である、 と記 している3。この ような考え方 に基いて、アニメは他のメデ ィア と同様
に考察することがで きるであろう。
本論文では、以下のような視点 を採用する。すなわち、アニメは、我々の 日常生活のあ りふれた
事柄や、常 に変化する社会において移ろい行 くアイデソティティの性質をつかみ取るための有益な
媒体である とい うものである。要するに、アニメは現代の 日本社会 を映す 「鏡」であ り、今 日の 日
本人の 「現実」あるいは 「ゆがんだ現実」 を理解するための術を与 えているのではないだろうか。
このことを示すため、本論文では、戦後か ら現在 に至 る時期(1950年代から現在まで)の 全般にわ
た り、アニメ と女性たちのイメージとの関係を探求 してい く。 これまでの様 々な研究は、戦後の 日
本の女性たちが、地位や人生の機会 といった点において、大 きな変化を経験 してきた ということを
示 している。
残念なこ とに、 日本のポピュラー ・カルチ ャーにおけ るアニメと女性たちの問の相互関係につい
ては、一般的に軽視されているかほ とん ど注 目されていない。従って、アニメの内容を分析すると
いうことは、① 日本の戦後の女性たちに関するイメー ジに変化は起 こってきたのかどうか、② もし
そ うだ としたら、いかなる形の ものであったのか、 といった問いに答えてい くことになる。③ 加え
て隠 されたメッセージを明 らかにする、④アニメが作 られ、受け入れ られた社会の意識 を知 ること
は合わせて4つ の意義があるといえる。
論文の 目的 と先行研究
本論文では、アニメは単に視聴者を楽 しませるだけではな く、より古 い芸術の形式が とることの
で きない方法で、視聴者 を刺激 しさえするとい う仮説をたてる。 また、前述の ように、アニメは広
告、映画、テ レビ番組、音楽などのメデ ィアと同様に、社会の構造 と価値 を 「解読」する 「テクス
ト」 として用い られるものであると述べている(Wel1,1998:23)。本論文においても、アニメは、
我 々の日々の生活の中に存在する問題や、社会におけるイメージの変化を把握するのに有効な媒体
であるとい う見解 を採用する。 アニメが現代の 日本社会 を映す鏡である時、それは今 日の日本人の




主張の一つは、 日本の女性が大 きな変化 を経験 した とい うものであ る。例 えば、米沢は第二次世界
大戦以降の女性の大 きな可能性 とイメージの変化に関 して述べている(1980:12)。冒頭で も述べ
たように本論文 においては、アニメが実際の社会の構造や価値 を反映 しているな らば、女性の経験
した変化 もアニメに現れ るという仮説 をたてている。そのため、女性イメージに関する研究(特 に
フ ィルム ・スタデ ィーズ)に ついて検討 した。
加 えて、アニメには現代の 日本人女性 の夢 と現実 とが こめ られていることも示 した。今 日におい
て も作家 と読者の両者が主に男性であるアメリカの漫画文化 とは対照的に(Sabin,1993:222)、
1970年代以降、 日本のアニメは女性を描写する比率が高まる傾 向にある。その理由の一つには、宮
崎駿が現れ、彼が概 して力強い女性キャラクターを作品の中心 に据 えているとい うことが挙げ られ
るだろう4。McCarthy(1999:83)によれば、 この傾向は 日本のアニメ産業に とって主流な もの
にな りつつあるという。現在までに、様 々な タイプの女性がアニメに現れ、最近では、専門的職業
を持 ち独立 したキ ャリア ・ウーマソの登場 も増 えつつあ る。Napier(1998)は1980年代の 日本ア
ニメに見られた女性の役割を検証 している。彼女はアニメの視聴者 に向け られたメ ッセージを分析
しているが、その ような研究 も重要である。本論文の筆者は、 アニメと女性 とい う二つの要素の長
期的な変化を扱 う研究が必要であると考 えている。 この ような研究は、女性に対する視点の変化、
とりわけ、日本社会における女性 に対す る社会的態度 と女性の可能性の変化を明 らかにするだろう。
従って、ポピュラー ・カルチ ャーの一形態 としての 日本のアニメは 日本の社会における女性の役割
の分析に使用できる と考 えられる。戦後以来、女性が 日本のアニメにおいて どう描かれているかを
見 ることで、現代の 日本社会の中での女性の役割を明確に示 してい くことができるだろう。つま り、




第一章は研究全体 に関す る導入の部分 となる。本章では、先行研究の紹介 と、それ らの問題点の
分析、そ して、本論文 における研究仮説 を提示する。 日本のアニメーシ ョソ、いわゆるアニメは国
際的なアニメーシ ョン産業 と映画産業において、長年 にわたって重要な地位 を占めている。 ここで
は戦前の 日本のアニメの発展については扱わずに、戦後の 日本のアニメ産業に焦点を当てていきた
い。 日本政府 も積極的に この産業の発展のための支援を打ち出 している(Jetro,2004)。しか し、
4冖 本 で は 女 性 ア ニ メー ター よ り も男 性 ア ニ メー ター が 多 い(日 本 ア ニ メー ター ・演 出協 会
http.〃www.janica.jp/kaiin_ichiran.html)
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アニメは単 にメデ ィアの中の一つ とい うだけでな く、文化的な意味 も有 している。多 くの研究者は
日本のアニメに関す る研究 と分析を通 して、 日本の文化、 日本の社会、また、 日本の国民の精神を
理解 し、各時期の 日本人 や、その時 々の社会の状況を探求 している(Broderick,2007;Condry,
2007;Kagaya,2007;Napier,1998)。アニメは映画や ドラマのような他のメデ ィア と比べ、制作上
の自由がよ り大 きい。 ここで指摘 したい ことは、 日本のアニメはディズニー作品 とは異なっている
とい うことであ る。 日本のアニメの視聴者は児童だけではな く、作品のテーマ も多様なもの となっ
ている。例えば、宮崎駿のアニメは環境保護の問題を探求 し、庵野秀明の作品は生 と死、また宗教
の問題に言及 し、士郎正宗の作品はハ イテク産業の社会 と人類に対する影響な どを課題 としている。
多 くの研究者は、アニメの研究 を通 して、 日本の社会 を分析することを試み、さらには、これま
での日本の発展 とグローバル化の下での 日本の役割に関 して も様 々な分析を提示 している。 これに
対 して、映画の論説家Biskind(1983:2)は、「映画は態度や行為に影響する。例えば50年代には、
映画が、私達の外出する時の服装、初デー トの時の振る舞いについて教えて くれた … そ して、
女性には家庭 と仕事 を選択する方法、男性には仕事 と遊ぶ ことのどちらを重視するかを教えて くれ
る。映画は私たちに善悪を示 し、問題の解答を提供する」 と言 う。Biskindは映画 について言及 し
ているが、 日本のアニメの構成は映画 と似たものが多いため、 日本のアニメの研究においても、参
照できると考 え られる。前述のような 日米のアニメの差異のほかに、 日本のアニメはディズニーの
ように海外市場 に向けた作品ではない とい うことも人 きな違いである。 日本のアニメの大家であっ
た手塚治虫は、自身の作品に関するテ レビ番組で 「ぼ くの作品は国民のために作 ったんです。当時
の状況を体験 として、戦争体験で痛感 した"生 命の尊厳"が うたわれている。つぶさに知 っている
人間は、若い人 たち、子 どもたちに 『戦争』の本当の姿を語 り伝えてい きたい5。」 と語 った。 こ
のことは、 日本のアニメは単なる娯楽ではな く、「アニメ」に隠 されたメ ヅセー ジが存在すること
を示 している。本論文 においては、アニメをある種の 「ソフ ト・パワー(softpower)」として捉
え、少 しずつ人 々を感化、教育 し、影響を及ぼ してい くものであることを明 らかに してい く。
第二章 方法論
第二章 において、本論文の詳細な方法論 を概観する。本論文では、一次資料、二次資料の両方を
用いる。書籍、論文、雑誌、新聞、およびインターネ ッ ト上の記事な どは二次資料 と見なされる。
それ らは、研究枠組の構築 と、問題 を理解するための背景 の情報や理論枠組の獲得 を助 け、 コー
デ ィソグシー ト、イソタビ ューのデザイソにも寄与 した。また、コーディングシー ト、インタビュー
5『NHK特 集 手塚 治 虫 ・創 作 の 秘 密 』 監 督:手 塚 プ ロ ダ ク シ ョン 、 配 役=手 塚 治 虫/明 石 勇(語 り)1986年放 送 、DVD、
NHKエ ン ター プ ラ イ ズ 、2008年
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な どの資料は本論文の主要部分のための一次資料 となっている。本研究の妥当性 と信頼性を高め る
ために、3カ 月のパイロッ トスタディを実施 し、その結果 については本章 で報告 している。
研究方法 としては、パ イロッ トスタディの調査結果を参考にコーディソグシー トを作成 し、アニ
メの女性キャラクターに焦点を当てた内容分析 を行 う。 これによって、 日本のアニメにおける女性
のイメージの変化を記録 し、 これ らの変化 と社会で広 く生 じている問題 を相互に関連させ ることが
で きる。 このコーデ ィソグシー トが、例えば、職場環境(家 庭の外 と内)、セクシャリテ ィー、(趣
味な どの)日 常行動、 日常会話や言葉、他者認識 と女性の独立 な どといった要素 を測定す るものに
なる。データ収集の もう一つの手法は、アニ メのプロデューサーや監督 とのインタヴュー、そ して
視聴者を対象 とした一連のイソタヴューである。 ここでは、 とりわけ、アニメのプロデ ューサーや
監督が、キ ャラクターを社会の変化に対 していかに変形させ発展 させるのか という点に注 目する。
それは女性キャラクターの創作における彼 らの視点、彼 らがキ ャラクター創作において反映させた
意味 と関わる問題であ る。
戦後か ら現在 までには、膨大な数のアニメがあ り、 この研究のための時間的な制約 を考 えるとす
べてのアニメをサンプル として見るのは不可能である。 したが って、サンプル抽 出を行 うことが必
要であ り、一般的であると考 えられる。 テレビ局(テ レビ朝 日)に よって実施された調査 に基づい
た、「好 きなアニメランキ ングベス ト100(テレビ朝 日:2006)」の リス トを入手 した。 この リス ト
は、2006年にインターネ ット、街頭インタビュー、調査会社 による調査な どを通 じて得 られた 日本
人 に好 まれている トップ100のアニメを示 している。それ らの作品の内容が時代 とともに どのよう
に変容 しているのかを分析 した。 このような分析を通 して、アニメと社会や文化の関係を明らかに
するとともに、戦後 の女性像や人々の価値観、意識の変化を推測す る手がか りを得たいと考 えた。
「好 きなアニメラソキ ソグベス ト100」にリス トされたアニメはすべて入手す ることがで きた。
すべての コーディング作業は筆者 自身で行 った。そ して、 コーデ ィソグの一貫性 と妥当性 を確認す
るための コーディングシー トの検証作業について5人 の協力を仰いだ。予備的な検証のためにサン
プルの中か らランダムに2つ のエピソー ド(「美少女戦士セー ラームーン」第2シ リーズ第3話 と
「魔法の天使クリー ミーマ ミー」第14話)を採 り上げた。そ して、5人 の外国人のボランティア(香
港大学哲学部教授A(男 性)、東北大学 国際文化研究科前期課程の人学院生B(女 性)、仙台の外国
語学校の生徒C(女 性)、東北大学経済学研究科前期課程の大学院生D(女 性)、および東北大学工
学研究科後期課程の大学院生E(男 性))が、コーデ ィングシー トの検証 を行 った。メデ ィア研究
のエソコーダーを選ばなかった理由は、異 なる背景を持つ人 々か ら有益な意見やアイデ ィアを集め
たかったか らである。予備的な検証作業の結果、 コーデ ィングシー トで用いられたい くつかの用語
(特に特微 と個性をコーデ ィソグする際の)が あいまいであ ることが明 らかになった。 コーディソ
グの結果はエンコーダーによって異なるので、 この問題を避けるために、数回にわた って コーディ
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ングシー トの修正 を行 った。 コーディングの有用性はコーデ ィングシー トを完成させるために得た
多 くの意見に基づいている。
繰 り返 しになるが、本論文のねらいは、アニメの女性像の変遷 について研究することにより、戦
後アニメに隠されたメッセー ジの時代的変化を把握することである。コーディングシー トの分析 と
イソタビュー による調査結果 に基づいた分析は、以下の第三章 「家庭での生活場面」、第四章 「学
校や職場の場面」 と第五章 「非現実的な場面」で詳述する。
第三章 「家庭での生活場面」
本章は、調査結果 を 「家庭での生活場面」 という観点か ら考察 したものである。
「良妻賢母」 とい う言葉が使われ始めたのは、明治以降であ り、「良妻賢母」の思想が登場 して
くるの もそれか らである(小 山、1991:5)。『明六雑誌』上で、中村正直が 「良妻賢母」 とい う言
葉 を文明開化のシンボル として用いたのが、最初 とされている(深 谷、1998=156)。現在、「良妻
賢母」 とい う言葉 には、かな り古臭い女性規範のイメージがあ り、今の 日本社会には存在 しないよ
うに思われているが、 日本のメディアには、「良妻賢母」の概 念がまだ隠されたメッセージ として
残っていることを発見 した。
この章では、戦後のアニメにおける 「家庭での生活場面」 という観点か ら、女性の表象描写の歴
史をたどり、それぞれの時代背景 と女性表象描写 と家庭の場面の変遷を通 じでアニメに隠されたメ
ッセージを解読する。この隠されたメッセージを解明するために、1950年代か ら60年代(第一・段階)、
70年代か ら80年代(第 二段階)、90年代以降(第 三段階)と いうアニメの発展史上の年代順に、「家
庭での生活場面」 と女性の表象描写 について統計的にて解説 した。
「家庭での生活場面」の中で、戦後初期(50～60年代)の アニメの女性描写 は 「良妻」の概念 を
強調する。調査結果 によると夫婦関係の描写は子供を育てる描写 よりも多 くの場面に出ることが判
明 した。このことについては 「サザエさん」 と 「ドラえもん」 の場面 と統計結果について解説 を加
えた。70年代か ら80年代までには 「賢母」の概念がだんだん増 えてきた。アニメの中で親子の関係
の描写 と子育ての場面 を、戦後初期のアニメの統計 と比較 して、70年代から80年代のアニメは 「賢
母」の概念を重視することを明 らかに した。80年代末以降、アニメに 「家庭での生活場面」の中で
「良妻」+「 賢母」の描写の頻度が非常 に増 えた。 しか し、80年代以降の 「良妻賢母」の定義は従
来よ り変わってきた。筆者はこの 「良妻」+「 賢母」 を 「新 ・良妻賢母」 と命名 し、 ジェソダー論
として、女性 が 「本来的」 に 「やさ しい」性格であるため家庭での家事 。育児が割 り振 られるので
はな く、性別役割分業 が近代社会において形成 された人為的な ものであ ることを明 らかに した。
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第四章 「学校や職場の場面」
本章は、調査結果 を 「学校や職場の場面」 とい う観点から考察 した ものである。 ここでは、アニ
メに常に現れ る女性の型が存在することがわかった。それ らは、①女性の能 力は常に男徃 より低 い、
②女性はいつ も恋に落ちやすい、③女性は常 に結婚 したがっている、 というものである。
戦後のアニメにおけ る 「学校や職場の場面」 という観点か ら、女性の表象描写の歴史をた どりつ
つ、それぞれの時代背景 と学校や職場の場面の変遷、それ らの隠されたメッセージを明 らかにする
ために、前章同様年代順 に分析 し、50年代か ら60年代(第 一段階)、70年代か ら80年代(第 二段階)、
90年代以降(第 三段階)の 作品の 「学校や職場の場面」 と女性の表象描写 について統計的 に解説 し
た。戦後初期(50～60年代)に おける 「学校や職場 の場面」の中では、女性が主人公 として存在 し
ていないことが明 らかになった。調査結果 による と50～60年代の女性登場人物(少 女アニメ以外)
の大部分は明確な役割を持っていない。特 に、名前 も持 っていない女性が多い ことがわかった。70
年代末か ら80年代は、「運動系の部活動の女子マネージャー」の描写 が始まった。その登場 につい
て、「タ ッチ」、「キ ャプテン翼」 と 「スラムダソク」 の例 を挙げなが ら、調査結果を統計的 に論 じ
た。90年代以降、「学校や職場の場面」の女性は人部 分 「脇役」 として存在 している。
戦後、女性の地位向上 にともない、前章 に記 したアニメの 「家庭での生活場面」 に現れ る女性像
は変化 して きた。80年代 には、「家事 ・育児をする母親」、「美 しい妻」、「明るい女性」、「男性の気
を引 く女性」、「見せる ・見 られる女性」 とい う女性像が出来上が ってお り、一方、男性 については
「働 く父親」像、「働 きす ぎの男性」像が出来上が った。 これ らがアニメを通 じて無意識 のうちに
視聴者の価値観に影響 を及ぼし、彼 らの女性観 ・男性観を築 き上げて きた。それに対 して 「学校や
職場の場面」の分析を行 うと、男女それぞれの役割を単純 に示すかの ように、「女性=弱 い=花=
サポー ト=応援役」 と強調 されている。アニメに描かれ る女子生徒は、学校の場面で消極的で、活
発ではな く、怠惰なイメージを有 していることがわかった。例 えば、遅刻す るのは80%が女子生徒
で20%が男子生徒である。さ らに、教室では、女子生徒が友達の宿題 を写 し(78%)、クラスメ 一ー
トとお しゃべ りし(82%)、お菓子を食べ(75%)、ぼんや りして(83%)、居眠 りしている(62%)
ことがわかる。また、男子生徒は、教室で、 より活動的で積極的なイメージを持っている傾向があ
ることがわかった。例 えば、彼 らは教室で積極的に質問する(78%)が、女子生徒はわずか28%し
か質問 しない。さらに、女子生徒は男子生徒 より頻繁 に保健室に行 くことがわかった。
第五章 「非現実的な場面」
本章は、調査結果を 「非現実的な場面」 という観点か ら考察 したものである。
この章 では、戦後のアニメの中の 「非現実的な場面」 とい う観点か ら、女性の表象描写の歴史を
た どりながら、それぞれの時代背景 と女性表象描写 と非現実的な場面の変遷、それ らの隠 されたメ
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ッセージを明 らかにす るために、前章同様年代順 に分析 し、50年代か ら60年代(第 一段階)、70年




王や王妃な どが後見人になっている。魔法少女のタイプ としては、異世界か らやってきた先天的に
魔法の能力を持っている少女の場合 と、異世界の存在 か ら後天的に魔法の能力を授かった普通 の少
女の場合がある。多 くの魔法少女を主人公 とした作品では、結婚や恋愛 に大 きな価値観が置かれて
お り、主人公 よ り若干年上の、女性に とって理想的な容姿や性格を備 えた男性が、庇護者あるいは
憧れの対象 として登場する。その例 として、厂魔法使いサ リー」 などを挙げなが ら論 じた。
70年代末から80年代には、「セクシー路線」(女性性の誇示)の 少女を主役 に したアニメが始まる。
「キューテ ィーハニー」、「うる星奴 ら」の ラムちゃん、キ ャプテンハーロックのヒロイソな どは、
胸が大き く腰 が細 くグラマーな女性 として描かれている。彼女たちが敵 と戦 っている時に衣服が引
き裂かれる場面は、アニメに常 に現れる場面の一つである。通常、ヒロインにはい くつかの顕著な
性的魅力(ヒ ロインの73%は胸が人 きく、85%は脚が長 い)が ある。本章では、男性 と女性の間の
不均衡が深 く日本人の心に根づいていることを示 した。 その不均衡のため、彼女たちはヒロインで
あって も、男性の何 らかの願望を満たす必要があったのである。
90年代に入る前か ら、アニ メファンの少なか らぬ層にキ ャラクターを性的な欲望の対象 とみる傾
向があ り、それが徐 々に浸透 していった過程 をい くつかの作品を もとにみた。90年代以降は、「美
少女チーム」の描写が増 えてきた。その現象 について、「美少女戦±セー ラームーン」 と 「おジャ
魔女 どれみ」の例 を挙げなが ら、調査 を統計的に論 じた。
第六章 結論
戦後 日本アニメの中に隠されたメ ッセージは、戦後の 日本社会の構造や経済環境 と強 く結 びつい
ていた。戦後の混乱状態において、 日本政府はコミュニテ ィを再建する以外に、様 々な生活の秩序
や倫理を再建 しなければならなかった。各種のメディアは この課題 に対 して協力関係を構築 し、協
働 により社会の新 しい秩序の再建を 目指 したのであ る。Gossmann(1996:202)は「多 くの視聴
者に とって、テ レビのシリーズは、彼 らが性 と役割の明確化の認識を含む 自己概念を形成 し、維持
し、修正する 『重要 なもの』 とな っている」 と主張 している。つまり、現代世界におけるメデ ィア
の役割は単なるエンターテイメン トよ りもずっと広い。Dillon(2003:21)は「ラジオで流れる人
気女性歌手の歌、電車広告 に見られるセクシーな女性、週刊少年ジ ャンプの人気漫画におけるヒロ
イン、あるいは、現代の ドラマに登場す る母親な ど絶 えず描出されるイメージを通 して、メデ ィア
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は 単 に そ の 社 会 を反 映 す る だ け で な く、 消 費 さ れ るだ け の 文 化 へ の 理 念 お よび 対 抗 理 念 を も提 供 す
る の で あ る」 と述 べ て い る 。本 論 文 は 、ア ニ メ の 中 に そ れ とは 知 らず に コ ー ド化 され た(プ ロ デ ュー
サ ー さ え も気 づ い て い な い)何 らか の 隠 さ れ た 意 味 や メ ヅセ ー ジ が あ る こ とを 明 らか に して い る 。
そ して 、 こ れ らの 表 現 が 「伝 統 的 な 性 別 役 割 分 業 」 の 強 化 を助 長 して きた と考 え て い る。 ま た 、 こ
う した 洞 察 が 、 今 日の メ デ ィア 産 業 の 再 考 、 特 に 深 く根 付 い た 文 化 的 な イ デ オ ロ ギ ー と社 会 的 価 値
を 反 映 す る集 合 的 な 意 識 の 感 覚 を 刺 激 す る メ デ ィア産 業 の 役 割 に 関 す る 再 考 を 促 す こ と を 主 張 す
る 。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、第二次世界大戦後現代に至 るまでの 日本のアニメを取 り上げ、そこに描かれた女性像
か らアニメに隠されたメッセージを探 ろうというものである。
近年の世界 各国の 日本研究 においてポ ップ ・カルチ ャー を代表するアニメは 日本社会を反映する
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重要な素材 となっている。著者 も、アニメを重要な存在 と考え、 日本社会を検討するために、それ
を素材 として活用 している。その際、主 として、アニメにおける女性像の変遷 から日本の女性像 自
体の変遷を時系列に沿って描 き出そ うとしている。
著者は、 日本の人気アニメ ・ベス ト100のリス トに載 った全作品のほぼ全てのス トー リー につい
て、女性の描 き方について独 自のコーデ ィング ・シー トを利用 して、 コー ド化 し、分析 している。
コーディング ・シー トの精度を高めるためにパイロット調査を行い、 コーデ ィングに客観性 を持た
せるため、協力者 によるコーディング と著者 のコーデ ィングの比較 による修正 も行 っている。更に、
アニメの作 り手、受け手のインタビューか ら、アニメ製作者の意図、受け手がアニメを どのように
視聴 し、 メッセージを受け止めているか も検討 している。
その結果、アニメの 「家庭での生活場面」における女性の描かれ方は、時期順に 「良妻」、「賢母」、
「良妻賢母」 と変わってきたことが示された。筆者は この 「良妻賢母」 を明治以来の ものとは違 う
新 しいタイプ と捉 えている。また、「学校 や職場 の場面」では、時期順 に、女件の不在、運動部の
女子マネ、脇役 としての女性が特徴的に現れた。家庭では保守的な女性像、外部では補助的で否定
的イメージの女性像が描 かれた。「非現実的な場面」においては、時期順に、魔法を使 う少女、セ
クシーなヒロイン、美少女チームが多 く描かれた。 これにより、男性 により作 られた少女の夢か ら
男性の願 う女性像が描かれるようにアニメが変化 して きた事が示された。
筆者は、このようなアニメに描かれた女性像が日本の 「伝統的な性別分業」の強化を助長 してき
たと結論付けている。
論文審査においては、筆者が示 したメ ッセー ジは、必ず しも隠されたものではないのではないか、
インタビューの利用方法に更に工夫が可能であったのではないか との意見もあったが、全体 として
筆者の論 旨は明快で読みやすい論文 になっており、アニメに描かれた女性像の変遷 から日本社会の
根強い性別分業観、男性社会ぶ りを改めて指摘 した点で意義深いもの と評価 された。 このことは、
筆者が 自立 して研究活動 を行 うに必要な高度の研究能力と学識 を有 していることを示 している。
よって、本論文は博士(国 際文化)の 学位論文 として合格 と認める。
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